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＊＊＊月に１回の「ことわざタイム」復習問題集＊＊＊
つ き か い

昨年度末問題に今年度分を追加しました。是非、みなさんで挑戦してみてください。

☆ ことわざ・四字熟語問題 ～平成２９年度版～ ☆

①〈４月〉

好きなことは一生けんめいがんばるから、必ず上達することができる。
す いつしよう かなら じようたつ

②〈５月〉

ゆだんは失敗の原因、何よりもおそろしいてき。
しつ ぱ い げん いん な に

③〈６月〉

つらくても、しんぼうしつづけていれば、必ずせいこうすること。
かなら

④〈７月〉

朝早く起きると、よいことがあるということ。
あさ は や お

⑤〈８月〉

何回も人の話を聞くよりも、たった１回でもじっさいに自分の目で見る方
な ん かい ひ と はなし き かい じ ぶん め み ほう

が、よくわかるものだということ。

⑥〈９月〉

月日のたつのがとても早いこと。月日はあっという間に過ぎ、２度ともど
つ き ひ は や つ き ひ ま す ど

ってこないこと。

⑦〈１０月〉

１つのことをすることで、同時に２つの得をすること。
どう じ とく

⑧〈１１月 その１〉

人によってそれぞれ好みや考え、性格はみんなちがっているということ。
ひ と この かんが せ い かく

⑨〈１１月 その２〉

３人の者がいれば、３つのさま、様子などがある。人によってやり方や考え
に ん もの よう す にん かた かんが

などがそれぞれちがうこと。

⑩〈１２月〉

いつもにこやかに笑っている人の家には、自然に幸福、幸せがやってくる
わら ひと い え し ぜん こ う ふく しあわ

ということ。

⑪〈１月 その１〉

でしゃばると思わぬ災難にあうこと。じっとしていないで、何でもいいか
お も さい な ん なに

らやってみれば思わぬ幸運に出会うことがあること。
おも こう う ん で あ

⑫〈１月 その２〉

人目につかないところで、他人のために支えて、支える苦労や努力をする
ひと め た にん さ さ ささ く ろう ど りよく

こと。また、そのような人。
ひと

⑬〈２月〉

立ち去る者は、あとしまつをきちんとして、美しく去るべきということ。
た さ も の うつく さ

ものごとの引き際は美しく潔いこと。
ひ ぎわ うつく いさぎよ

⑭〈３月〉

学問や人徳（人柄）をよりよくするために、努力に努力を重ねること。ま
が く もん じん と く ひと がら ど りよく ど りよく かさ

た、友人どうしで励まし合い、競い合って向上すること。
ゆう じ ん はげ あ き そ あ こ うじよう
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☆ ことわざ・四字熟語問題 ～平成３０年度版～ ☆

⑮〈４月〉

失 敗してもその理由を 考 えたり、反 省して改 善していくことで、成 功に近づ
しつぱい りゆう かんが はんせい かいぜん せいこう ちか

くことができるということ。

⑯〈５月〉

物事になれてなまけたりすることのないように、始めた時の心構えや決 心は忘
ものごと はじ とき こころがまえ けつしん わす

れずにいるべきということ。

⑰〈６月〉

一生に一度だけの機会。いろいろな出会いは、二度とないつもりで大 切にしなけ
いつしよう いち ど きかい で あ に ど たいせつ

ればならない。生 涯に１回しかないと 考 えて、そのことに専 念するということ。
しようがい か い かんが せんねん

⑱〈７月〉

ちりのように小さなものでも、積もり積もれば山のように大きくなる。小さなこ
ちい つ つ やま おお ちい

ともこつこつと積み重ねていけば大きなこと、成果となり表れるということ。
つ かさ おお せい か あらわ

⑲〈８月〉

場合によっては、 争 わないで相手に勝ちをゆずったほうが自分にとってとくな
ば あい あらそ あい て か じ ぶん

結果になって、自分の勝ちにつながるということ。
けっ か じ ぶん か

⑳〈９月〉

終わってしまったことを後でくやんでもどうにもならないので、始める前によく
お あと はじ まえ

考 えて努力しなければならないということ。
かんが ど りょく

㉑〈１０月〉

気持ちのこもった目つきや目のようすは、ことばで言うのと同じくらいに相手に
き も め め い おな あい て

気持ちが伝わるもだということ。
き も つた

㉒〈１１月〉

自分で自分のおこないや自分自身をほめること。
じ ぶん じ ぶん じ ぶん じ しん

㉓〈１２月〉

人に親切にすると、相手のためばかりではなく、やがてはめぐりめぐって自分も人
ひと しんせつ あい て じ ぶん ひと

から親切にされるということ。
しんせつ

㉔〈１月 その１〉

目 標 のものやことに対してがむしゃらに進むこと。また、 周 囲の人のこと
もくひょう たい すす しゅうい ひと

や 状 況 を 考 えずに、一つのことに向かって猛 烈な 勢 いで突き進むこと。
じょうきょう かんが ひ と む もうれつ いきお つ すす

㉕〈１月 その２〉

始める前はあれこれ心 配をするものだが、実 際にやってみると、案 外たやす
はじ まえ しんぱい じっさい あんがい

くできるものだということ。

㉖〈２月〉

三 人 集まって 考 えればすばらしい知恵が出るものだということ。
さんにんあつ かんが ち え で

㉗〈３月〉

いくら親しくて仲がよい人であっても、守るべき礼儀があるということ。
した なか ひと まも れいぎ
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☆ ことわざ・四字熟語問題 ～令和元年度版～ ☆

㉘〈４月〉

急いでものごとをやりとげようとすると、危険なことが多いので、近道を行くよ
いそ き けん おお ちかみち い

りも、安全で確実な遠回りを行くほうがかえってとくになるものだということ。
あんぜん かくじつ とおまわ い

㉙〈５月〉

人や本から教わるよりも、自分が練習や経験を重ねたほうが、よく覚えられると
ひと ほん おそ じ ぶん れんしゆう けいけん かさ おぼ

いうこと。

㉚〈６月〉

何気なく言ったことが、災難をまねくことがあるから、しゃべるときは注意をし
なに げ い さいなん ちゆう い

なければならないといういましめ。

㉛〈７月〉

ものごとに非常にあきっぽく、なかなか一つのことが長続きしないこと。また、
ひ じよう ひと ながつづ

そのような人のことをいうことば。
ひと

㉜〈８月〉

どんなに得意な人でも、時には失敗をすることがあるということ。
とく い ひと とき しっぱい

㉝〈９月〉

ふだんから準備をしておけば、いざという時、何も心配がないということ。
じゅん び とき なに しんぱい

㉞〈１０月〉

いっしょに何かをするときに、おたがいの気持ちや動きが、ぴったり合うこと。
なに き も うご あ

㉟〈１１月〉

小さいときからの友だち、おさななじみ。
ちい とも

㊱〈１２月〉

どんな困難に出会っても、けっして心がくじけないこと。
こんなん で あ こころ

㊲〈１月 その１〉

ある動機をきっかけに、気持ちが良い方向に向く変化すること。また、ある出来事
どう き き も よ ほうこう む へん か で き ごと

をきっかけとして、心や気持ちを良い方向に入れ変えること。
こころ き も よ ほうこう い か

㊳〈１月 その２〉

ものごとや勝負ごとでは、最初の一回、二回はだめでも、三度目は確実にできる
しよう ぶ さいしよ いちかい に かい さん ど め かくじつ

ということ。三度目は、期待通りになるということ。
さん ど め き たいどお

㊴〈２月〉

他の人の行動を見て、よいところは見習い、悪いところは改めよということ。
ほか ひと こうどう み み なら わる あらた

㊵〈３月〉

学問や状況に応じた行動をとること。場合によって、その対応を変えること。
がくもん じようきよう おう こうどう ば あい たいおう か
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※ 答えは下記のとおりです。何問できたかな？

☆ ことわざ・四字熟語問題 ～令和２年度版～ ☆
㊶〈４月〉

どんな苦難もどんな困難も辛抱して乗り越え努力を重ねれば、
く なん こんなん しんぼう の こ ど りょく かさ

やがて花が咲き、実もなる。
はな さ み

㊷〈５月〉

石でできたがんじょうな橋でも、たたいて安全を確かめてから渡るということか
いし はし あんぜん たし わた

ら、用心の上にも用心深くし、慎重に物事を行うということ。
ようじん うえ ようじんぶか しんちょう ものごと おこな

㊸〈６月〉

いまだかつて見たり聞たりしたことのない、経験したことのない事態。驚くべき
み けいけん じ たい おどろ

事件や珍しいできごとなどをいうことば。
じ けん めずら

㊹〈７月〉

髪の毛一本ほどのわずかな差で、大変なことになる瞬間や状況という意味。
かみ け いっぽん さ たいへん しゅんかん じょうきょう い み

㊺〈８月〉

何もかも失ってしまい、今までの努力がすべてむだになってしまうということ。
なに うしな いま ど りょく

「元」は商売のもとになるお金、「子」はその利子やもうけのこと。どんなに得意な人
もと しょうばい かね こ り し とく い ひと

でも、時には失敗をすることがあるということ。
とき しっぱい

㊻〈９月〉

体によくきく薬は苦くて飲みにくいが、病気のためにはすぐれたききめがあると
からだ くすり にが の びょう き

いうことから、よい忠告は聞きづらいことがあるが、自分のためになるということ。
ちゅうこく き じ ぶん

㊼〈１０月〉

ある一つのことを見れば、他のすべてのことが推測できるということ。また、一
ひと み た すいそく ひと

つの小さなことに見られる傾向が、すべてのことに現れるということ。
ちい み けいこう あらわ

㊽〈１１月〉

知らないことを人に聞くのは、そのときは恥ずかしいと思っても、聞かなければ
し ひと き は おも き

一生知らぬまま過ごすことになるので、そのほうが恥ずかしいという意味。
いっしょう し す は い み

㊾〈１２月〉

人が取り残した物の中には、思いがけずよいものがあるということ。我先にと人
ひと と のこ もの なか おも われさき ひと

を押しのけるよりも、人と争わずえんりょ深い人にこそ幸運があるということ。
お ひと あらそ ぶか ひと こううん

① 好きこそものの上手なれ ⑮ 失敗は成功のもと ㉘ 急がば回れ ㊶ 辛抱する木に花が咲
② 油断大敵 ⑯ 初心忘るべからず ㉙ 習うより慣れよ く
③ 石の上にも三年 ⑰ 一期一会 ㉚ 口は災いのもと ㊷ 石橋をたたいて渡る
④ 早起きは三文の徳 ⑱ ちりも積もれば山と ㉛ 三日坊主 ㊸ 前代未聞
⑤ 百聞は一見にしかず なる ㉜ サルも木から落ちる ㊹ 危機一髪
⑥ 光陰矢の如し ⑲ 負けるが勝ち ㉝ 備えあれば憂いなし ㊺ 元も子もない
⑦ 一石二鳥 ⑳ 後悔先に立たず ㉞ 阿吽の呼吸 ㊻ 良薬は口に苦し
⑧ 十人十色 ㉑ 目は口ほどにものをいう ㉟ 竹馬の友 ㊼ 一事が万事
⑨ 三者三様 ㉒ 自画自賛 ㊱ 不撓不屈 ㊽ 聞くのは一時の恥
⑩ 笑う門には福来たる ㉓ 情けは人のためならず ㊲ 心機一転 聞かぬは一生の恥
⑪ 犬も歩けば棒にあたる ㉔ 猪突猛進 ㊳ 三度目の正直 ㊾ 残り物には福がある
⑫ 縁の下の力持ち ㉕ 案ずるより産むが易し ㊴ 人の振り見て我が振り直せ
⑬ 立つ鳥跡をにごさず ㉖ 三人寄れば文殊の知恵 ㊵ 臨機応変
⑭ 切磋琢磨 ㉗ 親しき仲にも礼儀あり


